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? 本研究は、新潟県中越地震（2004 年 10 月 23 日発生）で被災した小千谷市塩谷（しお
だに）集落で実施してきた恊働的実践１）から、被災者自身が他の被災地に向けて総括し
た復興過程に注目し、総括の内容と媒体、および、それが今後の復興研究にもたらす意


















況を挿入的に紹介する３）（第 3 節）。続いて第 2 章では、塩谷前区長が差し出した手紙の




第 1 章? 塩谷集落と刈羽村 
 
第 ?節? 塩谷集落の概要４）?


















農区長の 3 名であり、組長による推挙を基本として 1 年交替で運営してきたが、最近で
は、各戸に１票を与える選挙も行われてきた。 
? 中越地震では 3 人の小学生が犠牲となり、ヘリコプターによる全戸避難、避難所生
活、仮設住宅での生活を経るうちに、地震前の 49 戸のうち 29 戸が集落を離れること

































新潟県全域で見ると、人的被害が死者 68 名、重軽傷者 4,795 名、住家被害は 121,604 棟
にも達した（新潟県発表）。本災害については、長岡市・小千谷市・川口町・小国町・






































リントした T シャツが販売された。 





? 2007 年 7 月 16 日に中越沖地震が発生した。本稿で採り上げている手紙は、この年の
? ? ? ? ?  災害復興過程の被災地間伝承 ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? 7 
秋に差し出されたものである。11 月 3 日、筆者が関わる災害 NPO の仲介で塩谷集落か
ら、中越沖地震の被災地である刈羽村へ、塩谷集落の特産物（食用鯉、山菜料理）を運
ぶことになった。その際、前区長が筆者に託したのがこの手紙である。 
? 交流の開始とワークショップ（2008 年 1 月 6 日～2008 年 11 月 2 日）? 前年の秋に差
し出された手紙を契機に、3 月末日には、塩谷集落から 11 名がマイクロバスを仕立てて
刈羽村の仮設集会所を訪問した。当日のフィールドノートから抜粋しておく。 
 
? 8 時 30 分に小千谷観光のバスに乗って、刈羽へお茶飲みに行った。「特に何もイベン
トはしない」「さりげなく」というのがモットーで企画し、これが功を奏した。参加者













（2008 年 3 月 31 日? フィールドノートより） 
 































? 2007 年 7 月 16 日午前 10 時 13 分に発生した中越沖地震は、新潟県柏崎市、刈羽村な
















ボランティアセンターを通して 6,566 人のボランティア（2007 年 12 月末現在）が活動
? ? ? ? ?  災害復興過程の被災地間伝承 ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? ? 9 














地内外のボランティアが継続的に関わった。2008 年 3 月に塩谷集落の住民が訪れたのも
この集会所であった。 
 































































































































































の生活世界の時間（の齟齬）に関する議論（第 2 章第 3 節）を展開し、手紙という媒体
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Transferring the Processes of Disaster Revitalization to 
Other Disaster-Stricken Areas 




? Disaster revitalization refers to the dynamic process through which disaster survivors start a 
new life-which has a different meaning from their pre-disaster life- and sustain it. The term also 
includes the transfer of the starting - over process of the survivors of one disaster-stricken area to 
those of other such areas, a phenomenon that is likely to activate the revitalization processes 
there.  The present study introduces a case from the author’s long-term collaborative practices 
in Shiodani village of Ojiya city, Niigata - a village that was severely damaged by the 2004 
Chuetsu Earthquake.  When Kariwa village was similarly hit by the Niigata Chuetsu-Oki 
earthguake in 2007, the ex-representative of Shiodani village wrote a letter to the survivors in 
Kariwa.  The key sentence of the letter, “Please do not rush,” infused the survivors with a sense 
of relief.  After reviewing the revitalization processes in Shiodani and Kariwa, this study 
introduces the contents of the above mentioned letter.  The letter is further examined as a 
medium of disaster revitalization, with the meaning of its key sentence being interpreted within 
the framework of the above term and its transfer.  Finally, the present study suggests how future 
studies should take into account documents couched in poetic language. 
